
中小企業と税理士にとっての
FinTech一考察
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中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
の
必
然
性

か
ね
て
か
ら
政
府
施
策
を
は

じ
め
民
間
調
査
な
ど
で
も
「
中

小
企
業
の
生
産
性
向
上
が
急
務

だ
」
と
い
う
課
題
が
継
続
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
近
年
は
特
に
政
府
周
辺

で
も
こ
の
課
題
意
識
が
よ
り
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
今
で
は
年
金
な
ど
老
後
資

金
の
問
題
も
大
き
な
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
関

し
て
も
そ
の
背
景
に
あ
る
市
場

環
境
は
根
本
的
に
同
じ
も
の

で
、
生
産
年
齢
人
口
が
今
後
大

き
く
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
間

違
い
な
い
現
実
と
し
て
こ
れ
か

ら
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

に
よ
り
、
我
が
国
の
生
産
年
齢

人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
は
1
9

9
5
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
て
お
り
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計

に
よ
り
ま
す
と
、
生
産
年
齢
人

口
は
1
9
9
5
年
の
8
7
1
7

万
人
か
ら
、
2
0
3
0
年
に
は

6
7
7
3
万
人
と
77
・
7
％
に

ま
で
減
少
し
、
さ
ら
に
2
0
6

0
年
に
は
4
4
1
8
万
人
と
ほ

ぼ
半
分
の
50
・
7
％
に
ま
で
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。経

済
産
業
省
が
ま
と
め
た

「
Ｉ
Ｔ
経
営
力
指
標
」
に
基
づ

く
と
、「
単
機
能
ソ
フ
ト
（
ク

ラ
ウ
ド
を
含
む
）」
は
Ｉ
Ｔ
経

営
力
の
「
ス
テ
ー
ジ
2
＝
部
門

内
最
適
化
」
の
段
階
と
な
っ
て

お
り
、
更
に
生
産
性
を
高
め
る

た
め
に
は
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（E

n
te
rp

rise
R
e
so
u
rce
s
P
lan

n
in
g

：
統
合
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
）
に
よ
る
「
ス
テ
ー
ジ
3

＝
全
社
最
適
化
」、
更
に
は
Ｅ

Ｄ
Ｉ
（E
le
ctric

D
ata
I

n
te
rch
an
g
e

：
企
業
間
電

子
商
取
引
）
に
よ
る
「
ス
テ
ー

ジ
4
＝
企
業
間
取
引
の
最
適

化
」
ま
で
を
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
企
業
と
り
わ
け
中
小
企
業

に
と
っ
て
重
要
な
債
権
債
務
管

理
と
資
金
繰
り
管
理
は
す
べ
て

商
取
引
の
デ
ー
タ
が
基
に
な
る

た
め
、
こ
れ
が
電
子
化
／
自
動

化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に

大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

因
み
に
、
世
界
主
要
各
国
の

中
で
も
飛
び
ぬ
け
て
労
働
生
産

性
が
高
い
米
国
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
3
以
上
を
実
現
し
て
い
る
企

業
の
割
合
が
54
・
3
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
日
本
企
業
は
圧

倒
的
に
ス
テ
ー
ジ
2
（
部
門
内

最
適
）
に
留
ま
っ
て
い
る
割
合

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
「
Ｉ
Ｔ
経
営
力

指
標
を
用
い
た
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活

用
に
関
す
る
現
状
調
査
」
平
成

19
年
3
月
）

こ
の
よ
う
な
中
、
金
融
庁
及

び
全
国
銀
行
協
会
が
1
9
7
3

年
か
ら
運
用
し
て
き
た
�
固
定

長
テ
キ
ス
ト
�
の
所
謂
「
全
銀

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
全
銀
協
規
定

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
。
Ｆ
Ｂ
デ
ー
タ

と
も
言
う
。）」
を
、
2
0
1
8

年
12
月
25
日
に
全
面
的
な
改
訂

を
行
い
、「
商
流
Ｅ
Ｄ
Ｉ（
企
業

間
電
子
商
取
引
）」に
対
応
し
た

「
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ（
Ｚ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）」を

稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
新
金
融
基
盤
「
Ｚ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
商
取

引
デ
ー
タ
、
具
体
的
に
は
送
信

ま
た
は
受
信
し
た
請
求
書
デ
ー

タ
と
入
出
金
デ
ー
タ
が
明
細
単

位
で
自
動
的
に
消
込
み
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
こ
れ
ま
で
膨
大
な
時
間

を
費
や
し
て
突
合
し
て
い
た
業

務
が
大
幅
に
合
理
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
稼
働

に
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
或
い
は

現
時
点
で
も
日
本
の
各
銀
行
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

を
契
約
す
る
と
入
出
金
明
細
デ

ー
タ
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
な
ど
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
が
、
こ
の
Ｃ

Ｓ
Ｖ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
バ
ラ
バ

ラ
で
す
の
で
企
業
の
消
込
業
務

に
使
う
デ
ー
タ
と
し
て
は
非
常

に
使
い
に
く
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
点
か
ら
も
今
後
の
「
Ｚ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
進
展
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
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中
小
企
業
庁
「
Ｅ
Ｒ
Ｐ
＋
Ｅ
Ｄ
Ｉ
＋
金
融
機

関
連
携
」
実
証
実
験

中
小
企
業
庁
で
は
一
昨
年
度

及
び
昨
年
度
に
か
け
て
、
Ｅ
Ｒ

Ｐ
（
社
内
の
全
体
最
適
化
）
＋

商
流
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
取
引
の
電
子

化
）
＋
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
決

済
連
携
）
で
中
小
企
業
の
生
産

性
が
現
実
的
に
ど
れ
ほ
ど
向
上

す
る
か
、
に
関
し
て
実
際
の
中

小
企
業
の
実
務
に
即
し
て
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
税
理
士
法
人
恒
輝

（
代
表
社
員
榎
本
恵
一
）
が
関

わ
っ
て
行
わ
れ
た
実
証
実
験
の

結
果
に
つ
き
ま
し
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
実

証
実
験
で
は
、
主
に
二
通
り
の

実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
同
じ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
で
同
じ
金
融
機
関
と
の
間
で

の
実
証
、
二
つ
目
は
異
な
る
Ｅ

Ｄ
Ｉ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
及
び
異
な

る
金
融
機
関
を
跨
い
で
の
実

証
、
と
な
り
ま
す
。
※
Ｅ
Ｄ
Ｉ

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
ク
ラ
ウ
ド
Ｅ

Ｒ
Ｐ
を
提
供
し
て
い
る
「
ス
マ

イ
ル
ワ
ー
ク
ス
（S

m
ile
W

o
rk
s

）」、
銀
行
は
「
み
ず
ほ

銀
行
」
と
な
っ
て
お
り
、
相
手

方
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
イ
ズ
」、
銀

行
は
「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」
の

各
々
本
番
環
境
を
用
い
て
行
い

ま
し
た
。（
7
月
度
経
営
部
門

発
表
レ
ジ
ュ
メ
参
照
）

今
回
の
実
証
検
証
に
協
力
頂

き
ま
し
た
株
式
会
社
イ
ー
シ
ー

セ
ン
タ
ー
様
及
び
株
式
会
社
柳

田
織
物
様
に
各
々
に
、
発
注
側

と
受
注
側
に
分
け
て
定
量
効
果

の
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
受
注

側
は
85
・
7
％
の
削
減
率
を
実

現
（
現
状
業
務
を
14
・
3
％
の

労
力
で
実
現
）、
発
注
側
は
全

体
で
61
・
0
％
の
削
減
率
を
実

現
（
現
状
業
務
を
39
％
の
労
力

で
実
現
）
で
き
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
す
。

こ
の
結
果
を
見
て
み
ま
す

と
、
受
注
側
は
入
金
確
認
と
入

金
消
込
が
自
動
化
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
高
い
削
減
率

を
示
し
た
も
の
の
、
発
注
側
は

注
文
す
る
際
に
最
初
に
シ
ス
テ

ム
へ
入
力
す
る
手
間
が
発
生
す

る
こ
と
が
一
因
で
す
。
仮
に
、

電
子
商
取
引
を
「
見
積
書
送

信
」
か
ら
始
め
る
場
合
は
受
注

側
で
初
回
入
力
が
発
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
お

け
る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
「
最

初
に
取
引
相
手
が
入
力
し
た
デ

ー
タ
を
自
社
シ
ス
テ
ム
に
そ
の

ま
ま
正
確
か
つ
簡
単
に
取
り
込

め
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
は
あ
る
程
度
想
定

内
の
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
今
回
の
実
証
実
験

が
主
に
大
企
業
で
利
用
さ
れ
て

い
る
「
Ｆ
Ｂ
（
フ
ァ
ー
ム
バ
ン

キ
ン
グ
）」
と
い
う
決
済
方
式

で
行
わ
れ
た
こ
と
に
起
因
し

て
、
中
小
企
業
が
通
常
利
用
し

て
い
る
「
Ｉ
Ｂ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）」
と
比
べ

て
操
作
が
不
慣
れ
な
も
の
だ
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
Ｆ
Ｂ
方
式

の
制
約
か
ら
途
中
で
「
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
決
済
実
行
の
承
認
」
と

い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
プ
ロ
セ
ス
が

入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
発

注
側
に
お
け
る
決
済
プ
ロ
セ
ス

の
工
数
削
減
率
が
他
の
プ
ロ
セ

ス
と
比
べ
る
と
低
い
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
が
現
実
の
中
小
企

業
で
は
Ｆ
Ｂ
方
式
で
は
な
く
Ｉ

Ｂ
方
式
で
の
利
用
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
現
実
に
は
も
う
少
し

高
い
生
産
性
を
確
保
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
社

内
の
全
体
最
適
化
）
＋
商
流
Ｅ

Ｄ
Ｉ
（
取
引
の
電
子
化
）
＋
金

融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
決
済
連
携
）

に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
生
産

性
は
約
3
〜
5
倍
の
効
果
（
従

来
業
務
を
1
／
3
〜
1
／
5
程

度
に
圧
縮
可
能
）
を
得
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
人
材
確
保
が
困
難
に

な
る
中
小
企
業
に
お
い
て
は
非

常
に
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
同

時
に
、
何
よ
り
も
自
動
化
で
き

る
こ
と
で
、
正
確
な
経
営
数
字

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き

る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
電
子
商
取
引
は
相

手
の
あ
る
こ
と
で
す
の
で
、
近

い
将
来
普
及
が
見
込
ま
れ
る
と

は
言
え
、
現
時
点
で
は
必
ず
し

も
全
取
引
先
が
電
子
商
取
引
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
従
っ
て
中
小
企
業
と

し
て
は
、
ま
ず
は
「
ス
テ
ー
ジ

3
＝
全
社
最
適
化
（
Ｅ
Ｒ
Ｐ
活

用
）」
を
進
め
つ
つ
、
Ｏ
ｐ
ｅ

ｎ
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
使
っ
た
金
融
連
携

と
商
取
引
の
電
子
化
を
徐
々
に

進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
現
実
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

3

中
小
企
業
・
税
理
士
事
務
所
の
環
境
変
化

も
う
一
つ
は
「
2
0
2
4
年

問
題
」
と
言
わ
れ
る
課
題
で

す
。
こ
れ
は
、
ご
存
知
の
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
西
と
総
務
省
と
の
協
議

で
決
定
し
た
「
固
定
電
話
回
線

（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
）
の
廃
止
」
が
2

0
2
4
年
に
実
施
さ
れ
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ま
で
（
昭
和
の
時
代
に
慣
れ

親
し
ん
だ
）
固
定
電
話
と
い
う

イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ

れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
全
て
の
サ

ー
ビ
ス
が
廃
止
や
転
換
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
然「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」も
な
く
な
り

ま
す
し
「
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
」

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
も
な
く
な
り

ま
す
。
実
は
既
存
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
60

％
以
上
が
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
で

Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
接
続
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
部
分
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
は
イ
ン
フ
ラ
ご
と
大
き
な
変

更
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
更
に
ご
存
知
の
通
り

2
0
2
3
年
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス

（
適
格
請
求
書
）の
義
務
化
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
請
求
書
な

ど
に
は
税
区
分
ご
と
に
税
額
表

示
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、

ま
た
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

コ
ー
ド
も
義
務
付
け
さ
れ
ま
す

の
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
は
そ
れ
に
対
応
し
て
改
修
を

行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
は
一
定

要
件
（
改
竄
さ
れ
な
い
仕
組
み

や
変
更
・
削
除
な
ど
の
履
歴
管

理
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
）
を

満
た
す
と
そ
の
ま
ま
「
電
子
帳

簿
保
存
法
」
の
適
用
に
な
る
た

め
、
電
子
契
約
と
電
子
商
取
引

で
殆
ど
の
税
務
関
係
書
類
を
カ

バ
ー
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
①
「
標
準
化
」

の
流
れ
、
②
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ

廃
止
、
③
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
、

な
ど
既
存
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
イ
ン
フ

ラ
も
大
変
革
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
、
こ
の
5
年
の
間
に
も

大
き
く
市
場
が
動
く
可
能
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

中
小
企
業
に
と
っ
て
も
少
な

い
人
材
で
よ
り
多
く
の
付
加
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
こ
の

5
年
の
う
ち
に
シ
ッ
カ
リ
と
業

務
プ
ロ
セ
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

フ
ラ
の
改
革
を
推
進
し
て
ゆ
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
経
営
の
一
番
の

リ
ス
ク
は
「
変
化
が
な
い
こ
と

／
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
さ

に
現
実
に
市
場
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
も
っ

と
も
大
き
な
リ
ス
ク
は
自
分
た

ち
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え

ば
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化

が
あ
る
市
場
に
い
る
と
い
う
こ

と
は
一
方
で
大
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
是

非
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
注
目

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

榎本恵一〔本所〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
元
年
7
月
月
次
研
究
会
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